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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのスピーカー（１１）を備える１つのプレート形状の第１の部品（１；
１０１）と、１つの第１の回動軸（１２）の周りに回動可能に、当該第１の部品（１；１
０１）に固定されている１つのプレート形状の第２の部品（２；１０２）とを有する、１
つのスピーカーシステムであって、
　前記スピーカーシステムは、少なくとも１つの第３の部品（５；１０５；２０５）を備
え、当該第３の部品は、第２の回動軸（１３）の回りに回動可能に、前記第２の部品（２
；１０２）に固定されており、
　前記第１および第２の回動軸（１２，１３）はそれぞれ前記第１乃至第３の部品（１，
２，５；１０１，１０２，１０５；２０１，２０５）の側部エッジに配設されており、互
いに直角になっており、
　前記第１の部品（１；１０１）、前記第２の部品（２；１０２）、および前記第３の部
品（５；１０５；２０５）は、当該第１乃至第３の部品（１，２，５；１０１，１０２，
１０５；２０１，２０５）が互いに平行に配設されている、平らに置かれた状態から、当
該第１乃至第３の部品（１，２，５；１０１，１０２，１０５；２０１，２０５）がそれ
ぞれ互いに鋭角、直角、または鈍角を形成するような、起き上がった状態に変化すること
が可能であり、
　前記第１乃至第３の部品（１，２，５；１０１，１０２，１０５）の形状および前記第
１および第２の回動軸（１２，１３）の構成は、前記第１および第２の部品（１，２，５
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；１０１，１０２，１０５）が、前記起き上がった状態で、それぞれその１つの側部エッ
ジで１つの平面（１４）上にあるように設定されており、前記第１乃至第３の部品（１，
２，５；１０１，１０２，１０５；２０１，２０５）は、当該平面（１４）と共に１つの
容積を画定し、当該容積は、前記第３の部品（５；１０５；２０５）の反対側の面が開口
しており、
　前記第１の部品（１；１０１；２０１）の前記少なくとも１つのスピーカー（１１）は
、前記第１の部品（１；１０１；２０１）の１つの側部エッジに配設されており、そして
当該スピーカー（１１）を有する当該第１の部品（１；１０１；２０１）の側部エッジは
、１つの面取りされたエッジ（１６）または丸め部（１７）を備え、当該スピーカー（１
１）の開口部が前記容積の内側に向くようになっている
　ことを特徴とするスピーカーシステム。
【請求項２】
　前記第１および第２の部品（１，２，５；１０１，１０２，１０５；２０１，２０５）
の形状および前記第１および第２の回動軸（１２，１３）は、前記起き上がった状態にお
いて、前記第２の部品（２；１０２）および前記第３の部品（５；１０５；２０５）が前
記第１の部品（１；１０１）用の支持機構として用いられるように設定されていることを
特徴とする、請求項１に記載のスピーカーシステム。
【請求項３】
　少なくとももう１つの部品（２，５；１０２，１０５；２０５）は、少なくとももう１
つのスピーカー（１１，１１１）を１つの側部エッジに備え、当該もう１つのスピーカー
（１１，１１１）の開口部が上記の容積の内側に向くようになっていることを特徴とする
、請求項１に記載のスピーカーシステム。
【請求項４】
　前記第３の部品（５；１０５：２０５）は、１つの三角形の基本形状を有し、前記平面
（１４）にある下側のエッジ（５１）、前記第２の部品（２；１０２）に接している後側
エッジ（５２）、および前記第１の部品（１；１０１；２０１）に接している前側エッジ
（５３）を有することを特徴とする、請求項３に記載のスピーカーシステム。
【請求項５】
　前記第３の部品（５；１０５；２０５）の前記下側エッジ（５１）と、前記第３の部品
（５；１０５；２０５）の前記後側エッジ（５２）との間の傾き角度（α）は、９０°よ
り小さいことを特徴とする、請求項４に記載のスピーカーシステム。
【請求項６】
　前記第３の部品（５，１０５；２０５）と前記第２の部品（２；１０２）との間の回動
可能な結合部は、ばね支持された蝶番（８）として構成されていることを特徴とする、請
求項１乃至５のいずれか１項に記載のスピーカーシステム。
【請求項７】
　前記第３の部品（５；１０５；２０５）と前記第２の部品（２；１０２）との間の結合
部は、蝶番（８）を有する１つのクランプレール（７）を備えることを特徴とする、請求
項１乃至６のいずれか１項に記載のスピーカーシステム。
【請求項８】
　前記第３の部品（５；１０５；２０５）および前記第２の部品（２；１０２）は互いに
一体に結合されていることを特徴とする、請求項１乃至７のいずれか１項に記載のスピー
カーシステム。
【請求項９】
　前記第２の部品は、低減された厚さの１つの領域（９）を備え、当該領域の大きさおよ
び形状は、少なくとも前記第３の部品（５；１０５；２０５）の大きさおよび形状を備え
ることを特徴とする、請求項８に記載のスピーカーシステム。
【請求項１０】
　前記第２の部品（２；１０２）は複数のセグメント（３）を備え、当該セグメントは互
いに関節で結合されていることを特徴とする、請求項１乃至９のいずれか１項に記載のス
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ピーカーシステム。
【請求項１１】
　前記第３の部品（５；１０５；２０５）の前記後側エッジ（５２）は、当該第３の部品
と結合されている前記第２の部品（２；１０２）のエッジの幅と等しいことを特徴とする
、請求項４乃至１０のいずれか１項に記載のスピーカーシステム。
【請求項１２】
　前記第１の部品（１；１０１；２０１）は、１つのタブレットコンピュータであり、前
記第２の部品（２；１０２）は、当該タブレットコンピュータ用の１つの保護カバーであ
ることを特徴とする、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のスピーカーシステム。
【請求項１３】
　前記スピーカーシステムは、１つの第４の部品（３０；１３０）を備え、
　前記起き上がった状態において、前記第１の部品（１；１０１）の側部エッジは、前記
第４の部品（３０；１３０）の１つの第１の側部エッジに接しており、前記第２の部品（
２；１０２）の１つの側部エッジは、当該第１の側部エッジの反対側にある当該第４の部
品（３０；１３０）の１つの第２の側部エッジに接しており、そして前記第３の部品（５
；１０５）の１つの側部エッジは、前記第４の部品（３０；１３０）の１つの第３の側部
エッジに接している、
　ことを特徴とする、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のスピーカーシステム。
【請求項１４】
  前記スピーカーシステムは、１つの第４の部品（１３０）および１つの第５の部品（１
４０）を備え、
　前記第１乃至第５の部品は、一方の側面が開口した１つの直方体を包囲している、
　ことを特徴とする、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のスピーカーシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つのスピーカーを備える１つのプレート形状の第１の部品と、
１つの第１の回動軸の周りに回動可能に、当該第１の部品に固定されている１つのプレー
ト形状の第２の部品とを有する、１つのスピーカーシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　モバイル電話、ＭＰ３プレーヤ、およびタブレットコンピュータのような多くのエンタ
ーテイメント装置は、ますますよりコンパクトかつ軽量になってきており、そしてこのた
め常にユーザによって携行されることが可能となっている。このような装置は、しばしば
１つのスピーカーを備えている。これはユーザがこのような装置を用いて、たとえば音楽
を聴き、映画を見、そしてゲームで遊ぶことを望むからである。そのコンパクトな構造の
ために、しかしながら非常に小さなスピーカーだけがこのような装置に組み込まれ、これ
によりその音質は、特に低温領域において損なわれている。
【０００３】
　特にタブレットコンピュータは、ますます従来のデスクトップＰＣ、特にラップトップ
およびノートブックに取って代わるようになっている。しかしながらこのような装置は構
造的な制限によりいくつかの短所を有する。第１に壊れやすい画面が外面に露出しており
、そしてこのためすぐ傷がつくかあるいは全く破損する可能性がある。第２にこの画面の
角度はラップトップのように、ユーザの方向に向けてそれほど傾けることができない。こ
れは画面およびハウジングが一体の強固な部品を形成しているからである。その代り、上
記のタブレットコンピュータは、下敷きの上に平らに置くか、あるいは操作の際には手に
持たなければならない。さらにそのコンパクトな形状のため、タブレットコンピュータに
は同様に非常に小さなスピーカーしか組み込まれない。この構造的な制限のため、これら
の短所を解消するため、あるいは少なくとも低減するための、複数のアクセサリが存在す
る。
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【０００４】
　タブレットコンピュータ用の保護機構および支持機構は、多数の様々な形態のものが知
られている。保護用のバッグおよびスタンドを組合せたものは、たとえば特許文献１に記
載されている。携行用バッグの機能を有するもう１つのコンピュータ支持機構が特許文献
２に開示されている。その中にあるタブレットコンピュータを立て掛けるための機構を有
する丈夫なケースが特許文献３に開示されている。
【０００５】
　タブレットコンピュータの音響特性を改善するための機構にも充分に多くのものが知ら
れている。これらの機構は、たとえば特許文献４における音響ガイドスリーブ、または特
許文献５における多機能スリーブのように、タブレットコンピュータの背面で生成された
雑音をユーザに向かって前方に曲げる。
【０００６】
　他の変形例では、音響特性を改善するために、「サウンダー・スタンド」（"Sounder S
tand"）として知られているように（https://www.kickstarter.com/projects/1034665231
/the-sounder-natural-amplifier-for-the-ipad）、タブレットコンピュータに一体化さ
れたスピーカーの音響容積および共鳴容積を拡張している。木製のケースとして設計され
たタブレットコンピュータホールダ"ｉＢｏｘ"（http://www.slashgear.com/ibox-is-25-
worth-of-wood-to-hold-your-ipad-2891869）は、この「サウンダー・スタンド」より大
きな音響容積を提供する。これらの音響容積の変形実施例は、音響特性の最も大きな改善
を提供するが、これらがかさばり、そして重い構造を備えるという決定的な短所を有する
。したがってこれらは、まさにそのコンパクトな構造およびその僅かな重量を特徴とする
タブレットコンピュータと共に携行するには不向きである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２３８３９６５Ａ１号明細書
【特許文献２】独国実用新案第２０２０１１０５１４２６Ｕ１号明細書
【特許文献３】独国実用新案第２０２０１２１０００４２Ｕ１号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２０１３／０００４０１２Ａ１号明細書
【特許文献５】国際特許出願公開第２０１４／１４７４１０Ａ１号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって本発明の課題は、可搬性のスピーカーシステムを実現することであり、この
スピーカーシステムは、良好な音質を、とりわけ低音領域でも有し、そしてそれにもかか
わらずコンパクトかつ軽量な構造を備えている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題は、最初に述べたようなスピーカーシステムによって解決され、このスピー
カーシステムは、１つの第３の部品を備える。この第３の部品は、第２の回動軸の回りに
回動可能に、上記の第２の部品に固定されており、ここで第１および第２の回動軸はそれ
ぞれこれらの部品の側部エッジに配設されており、そして好ましくは互いに直角になって
いる。
【００１０】
　スピーカーシステムは、このスピーカーそのものの他に１つの音響容積および共鳴容積
を有すると、良好な音質を提供する。この共鳴容積を形成する共鳴体を実現するためには
、少なくとも３つの側壁が必要である。これらの３つの側壁は、本発明ではプレート形状
の部品（複数）で実装されており、これらの側壁と、これらの部品が設置される１つの下
敷きの上面とにより、たとえば１つの三角形の底面および一方の側面で開口した端面を有
する１つの角柱が形成される。本発明によるスピーカーシステムの特別な利点は、上記の
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第２および第３の部品が、その回動性および上記の回動軸の配置のおかげで、上記の第１
の部品用の支持部としても用いることができることである。以上により、上記の第１の部
品、たとえば１つのタブレットコンピュータを、他の２つの部品を用いて所望の位置に保
持することができる。
【００１１】
　このようなスピーカーシステムを可搬型としても構成するために、上記の共鳴体の部分
（複数）は、蝶番（複数）または他の回動可能な結合部（複数）を備えてよい。これによ
りこれらの部品は、平らに置ける状態が生成されるように折り畳むことができ、この際上
記のプレート形状の部品（複数）はほぼ互いに平行かつ上下に重なって配設されている。
このような状態においては、上記のスピーカーシステムは簡単に、かつ省スペースでしま
い込むことができる。
【００１２】
　起き上がった状態においては、上記の部分は上記の共鳴容積を形成し、上記の部品（複
数）は互いに鋭角、直角、または鈍角となっている。
【００１３】
　この起き上がった状態においては、上記の第２および第３の部品は、上記の第１の部品
を１つの規定の角度で起こすために、この第１の部品用の支持装置として用いられる。こ
れは、この第１の部品が上記のスピーカーの他にコンテンツの表示のための表示部を備え
ている場合に特に有利である。ユーザがこの表示部を見たいならば、この表示部はユーザ
の方に向けられるであろう。この際、この起き上がり角度、すなわち上記の第１の部品の
下敷きに対する角度は、目的に応じて、平たくあるいは大きな傾斜を選択することができ
る。
【００１４】
　起き上がった状態で、上記の部品（複数）および１つの下敷きによって、１つの共鳴容
積を形成することができるように、これらの部品はそれぞれ、これらの側部エッジの１つ
が１つの平面上になければならない。上記のシステムが１つの下敷きの上に設置されるな
らば、この下敷きの上面は上記の平面上になければならず、こうしてこれらの部品はこの
下敷きと面揃いで位置固定される。
【００１５】
　上記のプレート形状の第１の部品のスピーカーは、本発明によれば、この第１の部品の
側部エッジ（複数）の１つにあってよい。これらの側部エッジは、好ましくは１つの傾斜
部または丸め部を備え、こうしてこのスピーカーの開口部は、起き上がった状態で、この
側部エッジに接する他の部品によって塞がれることがなく、むしろ上記の容積の内側に向
いている。
【００１６】
　もう１つの実施形態においては、上記の第１の部品の他に、他の部品も１つ以上のスピ
ーカーを備えてよい。その開口部がこれらの部品によって形成される容積に向いている、
各々のスピーカーは、このスピーカーシステムの全音像に寄与している。
【００１７】
　１つの好ましい実施形態においては、上記の第３の部品は、１つの三角形の基本形状を
有する。この部品の側部エッジすなわち下側のエッジは、上記の平面上にあり、こうして
１つの下敷きへの接続部を形成している。この第３の部品の前側のエッジは、上記の第１
の部品に接しており、そして後側のエッジは上記の第２の部品に接している。これより下
側のエッジと前側のエッジとの間の角度は、上記の第１の部品の起き上がり角度と同一の
ものであり、そしてこの下側のエッジと後側のエッジとの間の角度は、上記の第２の部品
の傾き角度に対応している。
【００１８】
　上記の起き上がった状態においてとりわけ高い安定性を実現するために、上記の第２の
部品の傾き角度、すなわち上記の第３の部品の下側エッジと後側エッジとの間の角度は、
９０°未満であってよい。
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【００１９】
　とりわけ良好な共鳴効果を実現するためには、上記の音響容積が実質的に唯１つの開口
部を有することが重要である。このため、上記の個々の部品が出来る限り互いにぴったり
と接するようにしなければならない。これを実現するために、本発明では、上記の第３の
部品と上記の第２の部品との間の回動可能な結合部が、ばね支持された蝶番として構成さ
れていてよい。以上により上記の第３の部品は、１つのばねにより上記の第１の部品との
接触が維持される。
【００２０】
　代替としてまたは追加的に、上記の第１の部品と上記の第２の部品との間の結合は、磁
石で確実にされていてよい。上記の第１の部品が強磁性特性を有するならば、この磁石は
上記の第３の部品を上記の第１の部品に面一に引き寄せ、そしてこうして１つの完全に閉
じた結合となる。
【００２１】
　上記の第３の部品と上記の第２の部品との間の結合は、本発明では、蝶番を有する１つ
のクランプレールによって行うことができる。ここでこの蝶番は、この結合およびこのク
ランプレールの折り畳み機能を可能とし、この結合は、差し込みおよび抜き取りどちらも
可能とする。ここでこの蝶番およびクランプレールは、１つのユニットとして形成されて
いてよい。
【００２２】
　上記の結合部が恒久的である場合、第２および第３の部品も一体に形成されていてよい
。この際上記の結合部位での回動可能性は、たとえば低減された厚さによって、１つのフ
ィルムヒンジおよび／または１つの可撓性の材料のようなもので実現される。
【００２３】
　１つの好ましい実施形態においては、ここで上記の第２の部品および上記の第３の部品
は、平らに置かれた状態で単に互いに重なっているのではなく、むしろこの第２の部品が
この第３の部品に合った凹部を有するように設計されている。ここでのこの第２の部品の
領域は低減された厚さ、たとえば丁度上記の第３の部品の厚さの値を有している。これに
より上記の凹部は第３の部品によって満たされる。ここでこの凹部は、折り畳みおよび展
開を問題なく行えるようにするため、上記の第３の部品より多少大きくなっていてよい。
【００２４】
　もしユーザが折り畳まれた状態のこれらの部品を、展開された状態に変化させたいなら
ば、このユーザは上記の第３の部品をつかむことができなければならない。このためにも
、上記の第２の部品における上記の凹部が、たとえばこの第３の部品の先端の位置で、こ
の第３の部品が２つの指でつかむことができるように大きくされているように設計されて
いてよい。
【００２５】
　本発明によれば、上記の第２の部品は複数のセグメントから構成されていてよく、これ
らは互いに関節で結合されている。たとえば起き上がった状態においては、この第２の部
品の実効的な大きさを低減するために、１つのセグメントを畳み込むことができる。これ
は平らな起き上がり角度を実現することを可能とし、同時に平ら過ぎる傾き角度とするこ
とがない。
【００２６】
　もう１つの実施形態においては、上記の第３の部品の後側エッジは、これと結合した上
記の第２の部品のエッジと同じ長さを有している。こうしてこれに対応したとりわけ大き
な共鳴容積が形成される。
【００２７】
　本発明によれば、上記の第１の部品は１つのタブレットコンピュータであってよい。こ
のタブレットコンピュータは、多くの実施形態において、本発明での位置に必要とするス
ピーカーを有している。ここで上記の第２の部品は、このタブレットコンピュータ用の保
護カバーとして形成されており、そしてこのため実質的にこのタブレットコンピュータと
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合同な形状となっている。したがって保護カバーを有する典型的なタブレットコンピュー
タは、本発明によるスピーカーシステムを得るためには、上記の第３のプレート形状の部
品のみを必要とする。
【００２８】
　多くのユーザは既にタブレットコンピュータ用の１つの保護機構および支持機構を有し
ているので、これらの機構を上記の第３の部品のために拡張することが提供される。この
ためこの第３の部品は、１つの実施形態においては、その後側エッジに、蝶番を有する１
つのクランプレールを備え、このクランプレールは、本発明によるシステムとするために
、現状の保護機構および支持機構上に差し込むことができる。このようなクランプレール
を用いた結合は完全に元に戻すことができるので、この第３の部品は、任意の差し込みお
よび抜き取りを可能とする。ただしこの結合は、この蝶番によって省スペースで折り畳む
こともできるので、毎回上記の保護機構および支持機構を畳み込む際に抜き取ることは必
要でない。
【００２９】
　本発明のもう１つの実施形態は、１つの第４のプレート形状の部品を有し、この部品は
下敷きの平面上にあり、そしてこれによって、この下敷きの代わりに上記の共鳴容積を完
成している。以上により平らな下敷き無しでも１つの共鳴容積が形成される。これは、平
らな下敷きが得られない場合に特に有利である。好ましくは、上記の第１のプレート形状
の部品の他に、さらに、少なくとももう１つの部品がスピーカーを有してもよく、このス
ピーカーは上記の部品（複数）によって画定された容積の中に突出している。
【００３０】
　ここでは、この第４の部品無しに既に、本発明によるスピーカーシステムが成立してい
る。このスピーカーシステムは、外部の電源に依存しない動作を可能とするために、１つ
の電池または１つのバッテリーを備える。ここで上記の第４の部品は、この電池またはバ
ッテリーの装填部として用いられ、そしてこのため裏返して接続することおよび取り外す
ことが可能である。ここでこのシステムは、上記の第４の部品無しに、輸送のために折り
畳んだ状態に変化することができる。
【００３１】
　もう１つの実施形態は、直方体形状のスピーカーシステムであり、ここで４つのプレー
ト形状の部品が１つの直方体を形成しており、そして１つの底面がもう１つのプレート形
状の部品によって閉じられている。本発明のこの実施形態の形状は、この底面たとえば１
つの平行四辺形の形状を備え、そして他の部品の配置がこの底面に合わせられているよう
に、変形されることができる。この底面は１つの任意のｎ角形であってもよく、ここでこ
れに対応して上記のスピーカーシステムは、さらにｎ個のプレート形状の部品を備え、こ
れらはその側面（複数）を形成する。
【００３２】
　本発明によれば、上記のスピーカーシステムの形状は、１つの円筒の形状であってもよ
く、ここで１つの円筒形状の部品が、少なくとも１つのスピーカーを含み、そしてこの円
筒は、その１つの端面が１つのプレート形状の部品によって封鎖されている。基本的に上
記の底面は、任意の他の形状であってもよく、そして上記の容積を形成している１つの部
品は、この底面に合わせた形状を備えてよい。
【００３３】
　本発明が、以下で実施形態例を参照し、そして以下の図を引用して説明される。ここで
全ての記載されている、および／または示されている特徴はそれ自身で、または任意に組
み合わされて本発明の対象物を構成し、また請求項におけるこれらの特徴の要約またはこ
れらの請求項の引用に関わらず、本発明の対象物を構成する。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】保護カバーを有する１つのタブレットコンピュータの上面図を示す。
【図２】保護カバーの１つの断面を示す。
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【図３】起き上がった保護機構および支持機構をタブレットコンピュータと共に斜視図で
示す。
【図４】本発明によるシステムの斜視図を示す。
【図５】第１の部品の断面を示す。
【図６】本発明によるシステムのもう１つの斜視図を示す。
【図７】本発明によるシステムの上面図を詳細図と共に示す。
【図８】本発明によるシステムの上面図を示す。
【図９ａ】本発明によるシステムのもう１つの上面図を示す。
【図９ｂ】本発明によるシステムのもう１つの斜視図を示す。
【図１０ａ】本発明によるシステムの、第４の部品を有する場合と無い場合の、側面図を
示す。
【図１０ｂ】本発明によるシステムの側面図を示す。
【図１０ｃ】本発明によるシステムを折り畳んだ状態の側面図を示す。
【図１１】本発明によるシステムの、第３の部品を有する場合と無い場合の、側面図を示
す。
【図１２】本発明によるシステムの、端面を封鎖する部品を有する場合と無い場合の、側
面図を示す。
【００３５】
　図１から９の実施形態例においては、上記の第１の部品は１つのタブレットコンピュー
タであり、そして上記の第２の部品はこれに付随する保護機構および支持機構である。し
かしながら本発明は、これらに限定されない。むしろこの第１の部品は、少なくとも１つ
のスピーカーを有する１つの任意の他のプレート形状の部材であってよい。
【００３６】
　図１は、従来技術で公知の１つの保護カバー２を有する１つのタブレットコンピュータ
１の上面図を示し、この保護カバーは画面を損傷から保護するために、この画面の前に折
り重ねることができる。このような保護カバー２は、複数のセグメント３から構成されて
いてよく、これらは、これらが結合部位４で折り曲げ可能であるように互いに結合されて
いる。
【００３７】
　折り曲げ可能な結合は、典型的には、セグメント（複数）３の間の薄い可撓な材料によ
って実現される。これは図２においては、このような保護カバー２の断面に示されている
。
【００３８】
　これらのセグメント３を折り曲げることによって、この保護カバー２からタブレットコ
ンピュータ１用の支持機構を生成することができる。この支持機構を用いて、このタブレ
ットコンピュータ１は、図３の斜視図に見られるように、角度を持たせて起き上がること
ができる。このような保護機構および支持機構は、従来技術で公知となっている。このタ
ブレットコンピュータは、その側部エッジにさらに２つのスピーカー１１を備える。
【００３９】
　図４は、本発明による機構の斜視図を示し、この機構は、タブレットコンピュータ１、
保護カバー２、および１つの第３のプレート形状の部品５から成り、この第３の部品は以
下のように、たとえば音響パネル５として表されている。ここでタブレットコンピュータ
１、保護カバー２、および音響パネル５は、それぞれ側部エッジで平面１４に置かれてい
る。
【００４０】
　図４に示す実施形態においては、音響パネル５は三角形に形成されており、そして下側
エッジ５１、後側エッジ５２、および前側エッジ５３を備える。この音響パネル５は、そ
の後側エッジ５２で保護カバー２に固定されており、その下側エッジ５１を平面１４にあ
る基盤上に立っており、そして前側エッジ５３でタブレットコンピュータ１に接している
。以上により、起き上がった状態において、保護カバー２、音響パネル５、タブレットコ
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ンピュータ１、および基盤によって、１つの容積が形成され、この容積は１つの部分面で
のみ開口されている。この容積の開口された部分面は、音響パネル５の反対側の側面にあ
る。
【００４１】
　典型的には、タブレットコンピュータ１は、上記の容積内にこのタブレットコンピュー
タのスピーカー開口部１１を有し、これによってこの容積は、このスピーカー１１用の音
響容積および共鳴容積として機能し、そしてこれによってこのタブレットコンピュータ１
の音響特性の顕著な改善をもたらす。音響パネル５の前側エッジ５３と下側エッジ５１と
の間の角度で規定される、このタブレットコンピュータ１の起き上がり角度βは、任意の
鋭角であってよく、そしてこれを用いて必要に応じて支持機構を、このタブレットコンピ
ュータ１の起き上がり角度βを非常に平らなものから非常に急勾配のものまでにすること
ができる。
【００４２】
　この音響パネル５は、タブレットコンピュータ１の側部エッジで、スピーカー１１と接
しているので、この音響パネルはこのスピーカーの開口部を塞ぎかねない。これを防ぐた
めに、このタブレットコンピュータ１の側部エッジは、図５に示すように、面取り部１６
または丸め部１７を備えてよい。以上により、このスピーカー１１の開口部は、上記の部
品１，２，５で画定される容積内にある。
【００４３】
　本発明による１つの機構の１つの好ましい実施形態が、図６に斜視図で示されている。
音響パネル５は、この実施形態においては、下側エッジ５１と後側エッジ５２との間で９
０°より小さな傾き角度αを有しており、これによってこの音響パネル５と結合している
保護カバー２は基盤の表面法線に対する傾き角度αを得る。この傾き角度αは、より高い
不動性に寄与し、とりわけタブレットコンピュータ１の急峻な起き上がり角度βの実施形
態で寄与する。
【００４４】
　１つの好ましい実施形態においては、音響パネル５と保護カバー２との間の結合は、図
７の上面図および詳細図で明らかなように、１つの蝶番－クランプレール７，８を介して
形成されている。この蝶番－クランプレール７，８は、恒久的に音響パネル５と結合され
ており、そして保護カバー２の側部エッジが差し込まれるようになっており、これによっ
て音響パネル５と保護カバー２との間の、裏返し可能な、折り畳み可能な結合が生成され
る。ここでクランプレール７および蝶番８は、１つのユニットとして作製されている。本
発明による機構とするために、この簡単な裏返し可能な結合は、音響パネル５を既存の保
護カバー２に速やかに差し込むことを可能とする。この保護カバー２が画面の前で折り畳
まれる場合、この差し込まれる結合部は必ずしも分解されなくともよい。これは、省スペ
ースでしまい込むために、この音響パネル５がこの蝶番８によって簡単に畳み込まれるこ
とが可能となっているからである。
【００４５】
　図８は、本発明の１つの好ましい実施形態を上面図で示し、この図では保護カバー２お
よび音響パネル５は１つの部品として作製されている。ここで保護カバー２は、２つのセ
グメント３から成っており、ここで折り畳み部４は音響パネル５の下側エッジ５１の位置
にある。この保護カバー２には１つの凹部９がこの音響パネル５の形状に加工されており
、こうしてこの音響パネル５はこの凹部に合うように折り畳むことができる。ユーザがこ
の音響パネル５を掴むことを容易とするために、この音響パネル５の先端の位置にもう１
つの凹部１０が設けられている。
【００４６】
　図９は、本発明の１つの好ましい実施形態を上面図で示し（図９ａ）、そして起き上が
った状態の斜視図を示し（図９ｂ）、ここで音響パネル５の後側エッジ５２は、保護カバ
ー２の全幅となっている。これによりとりわけ大きな音響容積および共鳴容積を生成する
ことができる。
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【００４７】
　図１０に示されている、本発明のもう１つの実施形態は、１つの第４のプレート形状の
部品３０を有し、この部品は、たとえば下敷きの平面上にあり、そしてこれによって、こ
の下敷きの代わりに上記の共鳴容積を完成している。この図１０の例においては、上記の
第１のプレート形状の部品１の他に、さらに、部品２および３０もそれぞれスピーカー１
１１を有し、これらのスピーカーは部品１，２，３０，５によって画定された容積の中に
突出している。
【００４８】
　図１０ａは、このシステムを側面図で示し、ここで音響パネル５は、まだ第２の部品２
上に横たわっている。図１０ｂは、このシステムを側面図で示し、ここで音響パネル５は
、音響容積の１つの側部を封鎖する位置に回動されている。図１０ｃは、このシステムの
輸送あるいは保管状態を示し、ここで部品１，２，および５は上下に重なっている。
【００４９】
　ここでは、既にこれらの部品１，２，５は、本発明によるスピーカーシステムを形成し
ている。このスピーカーシステムは、外部の電源に依存しない動作を可能とするために、
１つの電池または１つのバッテリーを備える。ここで上記の第４の部品は、この電池また
はバッテリーの装填部として用いられ、そしてこのため裏返して接続することおよび取り
外すことが可能である。ここでこのシステムは、上記の第４の部品無しに、輸送のために
折り畳んだ状態に変化することができる。
【００５０】
　もう１つの実施形態は、図１１に示すような、直方体形状のスピーカーシステムであり
、ここでプレート形状の部品１０１，１０２，１３０，１４０がこの直方体の側面を形成
しており、そして底面がプレート形状の部品１０５によって閉じられている。図１１ａは
、このシステムを側面図で示し、ここで音響パネル１０５は、まだ第２の部品１０２上に
横たわっている。図１１ｂは、このシステムを側面図で示し、ここで音響パネル１０５は
、音響容積の１つの側部を封鎖する位置に回動されている。
【００５１】
　この実施形態の形状は、たとえば部品１０５が１つの平行四辺形の形状を備え、そして
他の部品の配置がこの部品１０５に合わせられているように、変形されることができる。
この部品１０５は、１つの任意のｎ角形であってもよく、ここでこれに対応して上記のス
ピーカーシステムは、さらにｎ個のプレート形状の部品を備え、これらはその側面（複数
）を形成する。
【００５２】
　本発明によれば、上記のスピーカーシステムの形状は、１つの円筒の形状であってもよ
く、ここで１つの円筒形状の部品２００が、少なくとも１つのスピーカー２１１を含み、
そしてこの円筒２００は、その１つの端面が１つのプレート形状の部品２０５によって封
鎖されている。基本的にこのプレート形状の部品２０５は、任意の他の形状であってもよ
く、そして上記の部品２００は、この部品２０５に合わせられた形状を備えてよい。図１
２ａは、このシステムを側面図で音響パネル２０５無しに示す。図１２ｂは、このシステ
ムを側面図で示し、ここで音響パネル２０５は、音響容積の１つの側部を封鎖する位置に
回動されている。
【００５３】
　プレート形状の部品から成る上記の構造によって、本発明によるスピーカーシステムは
折り畳むことができ、そしてこうして輸送用に省スペースでしまい込むことができる。こ
のシステムは起き上がった状態においては、これと同時に共鳴容積を形成し、この共鳴容
積は良好な音質に寄与する。
【符号の説明】
【００５４】
　　１　：　タブレットコンピュータ
　　２　：　保護カバー
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　　３　：　セグメント
　　４　：　結合部位
　　５　：　音響パネル
　　７　：　クランプ金具
　　８　：　蝶番
　　９　：　音響パネルの凹部
　１０　：　音響パネルを掴むための凹部
　１１，１１１，２１１　：　スピーカー
　１２　：　第１の回動軸
　１３　：　第２の回動軸
　１４　：　平面
　１６　：　面取りされたエッジ
　１７　：　丸め部
　３０　：　第４の部品
　５１　：　音響パネルの下側エッジ
　５２　：　音響パネルの後側エッジ
　５３　：　音響パネルの前側エッジ
１０１　：　第１のプレート形状の部品
１０２　：　第２のプレート形状の部品
１０５　：　第５のプレート形状の部品
１３０　：　第３のプレート形状の部品
１４０　：　第４のプレート形状の部品
２００　：　円筒形状の部品
２０５　：　プレート形状の部品
α　　　：　傾き角度
β　　　：　起き上がり角度
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【図１０ａ】

【図１０ｂ】

【図１０ｃ】

【図１１ａ】

【図１１ｂ】

【図１２ａ】

【図１２ｂ】
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